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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成23年
    ３月１日
至  平成23年
    11月30日

自  平成22年
    ９月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成23年
    ９月１日
至  平成23年
    11月30日

自　平成22年
    ３月１日
至　平成23年
    ２月28日

売上高 (百万円) 81,081 90,035 27,436 30,027 109,519

経常利益 (百万円) 3,871 4,931 1,191 1,156 5,243

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,160 2,625 662 631 2,666

純資産額 (百万円) ― ― 30,840 33,288 31,373

総資産額 (百万円) ― ― 55,609 60,350 57,201

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,477.961,595.251,503.49

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 103.53 125.82 31.73 30.24 127.79

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 55.5 55.2 54.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,687 5,484 ― ― 5,947

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,144 △4,938 ― ― △4,756

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,481 △1,032 ― ― △713

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,442 3,371 3,858

従業員数 (名) ― ― 941 1,024 942

(注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載しておりま

せん。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当企業集団において営まれている事業の内容に重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 1,024　（　2,831　）

(注) 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換

算）を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 1,001　（　2,603　）

(注) 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）

を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

商品別売上状況
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日
  至　平成23年11月30日)

売上高(百万円) 前年同四半期比(％）

青果 4,256 106.3

海産 2,937 109.0

精肉 3,234 109.4

日配 4,745 109.5

生鮮計 15,174 108.5

一般食品 7,955 110.4

菓子 4,753 113.6

雑貨 1,418 103.5

グロサリーギフト 80 102.8

グロサリー計 14,207 110.6

その他 645 107.1

合計 30,027 109.4

(注) １  その他については、催事、ベーカリー部門ほかであります。
２  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 仕入実績

商品別仕入状況
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日
  至　平成23年11月30日)

仕入高(百万円) 前年同四半期比(％）

青果 3,387 106.4

海産 1,978 107.7

精肉 2,184 110.4

日配 2,842 108.6

生鮮計 10,392 108.1

一般食品 6,661 111.0

菓子 3,763 115.0

雑貨 1,148 100.8

グロサリーギフト 102 85.1

グロサリー計 11,676 110.9

その他 559 106.5

合計 22,628 109.5

(注) １  その他については、催事、ベーカリー部門ほかであります。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により被

害を受けた生産拠点及び物流機能の復興並びに福島第一原子力発電所の事故による電力供給不足問題等の

影響を受け、また、急激な円高の進行、資源及び原材料価格の高騰、不安定な中東情勢並びに欧州財政危機に

より企業業績の悪化が懸念されるという先行き不透明な情勢の中で推移いたしました。

小売業界におきましては、競合各社が積極的な出店及び販売施策を実施する中、大震災及び原発事故の影

響による不安定な商品調達及び電力供給不足への対応は沈静化したものの、依然として低迷する雇用や所

得環境が続き、復興財源及び消費税増税の論議等により将来的な不安から個人消費が抑制され、経営環境は

益々厳しい状況にあります。

このような状況の中で当企業集団は、スーパーマーケットとして地域社会のお客様の生活をサポートす

るという社会的役割を果たすため、企業集団の総力を挙げ、自社物流センターを最大限に活用した商品調達

を行い、安定的な商品供給を行いました。

店舗運営におきましては、当企業集団の最大の特長である標準化された企業体制を基盤に、ＬＳＰ（作業

割当システム）の定着化、適正な人員配置を図り、効率的なチェーンオペレーションを継続的に推進してお

ります。これにより販売管理費を削減するだけでなく、購買頻度の高い商品群の価格強化及び売場づくりの

活性化を図り、地域社会の皆様のニーズに応えております。

店舗展開におきましては、平成23年９月千葉県流山市に「流山おおたかの森店」、10月埼玉県春日部市に

「春日部緑町店」の２店舗を新規出店するとともに、競争力の強化及び当社が目指す標準化の推進のため

既存店２店舗の改装を実施いたしました。

一方、連結子会社である「株式会社ホームデリカ」は、自社開発商品の製造及び管理体制の充実、店舗作

業の軽減及び利益貢献を図り、今後の企業規模拡大に対応するべく第一工場の製造能力の増強を行いまし

た。また、「株式会社ジョイテック」は、商品、備品、消耗品及び販売用資材等の供給や清掃業務等、当企業集

団のサービス業務の強化に取り組みました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間における経営成績は、売上高が30,027百万円（前年同四半期比

109.4％）、営業収入を含む営業収益が30,616百万円（前年同四半期比109.4％）、営業利益が1,114百万円

（前年同四半期比98.1％）、経常利益が1,156百万円（前年同四半期比97.0％）、四半期純利益が631百万円

（前年同四半期比95.3％）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ3,148百万円増加し60,350百万円とな

りました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ343百万円減少し8,660百万円となりました。この主な要因は、現金及

び預金が486百万円減少したこと等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ3,492百万円増加し51,689百万円となりました。この主な要因は、建

物及び構築物が2,273百万円増加したこと等によるものであります。
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（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ1,234百万円増加し27,062百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ735百万円増加し14,831百万円となりました。この主な要因は、買掛

金が1,012百万円増加したこと等によるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ498百万円増加し12,230百万円となりました。この主な要因は、当期

より新たに適用された資産除去債務に関する会計基準に基づき、資産除去債務として701百万円を計上した

こと等によるものであります。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べ1,914百万円増加し33,288百万円となりました。この主な要因は、利益

剰余金が1,916百万円増加したこと等によるものであります。 　　　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ   1,392

百万円減少し、3,371百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、930百万円（前年同四半期比93.9％）となり前年同四半期に比べ60百万

円減少いたしました。これは、法人税等の支払額が増加したこと等によるものであります。　　

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動の結果使用した資金は、2,122百万円（前年同四半期比243.6％）となり、前年同四半期に比べ

1,251百万円増加いたしました。これは、有形固定資産の取得等による支出が増加したこと等によるもので

あります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動の結果使用した資金は、200百万円（前年同四半期比110.4％）となり、前年同四半期に比べ18百

万円増加いたしました。これは、配当金の支払額が増加したこと等によるものであります。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった主要な設備の新

設、除却等について重要な変更はありません。

 

②第２四半期連結会計期間末に計画していた設備計画のうち、当第３四半期連結会計期間に完了した

ものは、次のとおりであります。

会社名 設備名 所在地 事業部門 設備の内容 完了年月

提出会社 流山おおたかの森店 千葉県流山市 小売部門 店舗新設 平成23年９月

提出会社 春日部緑町店 埼玉県春日部市 小売部門 店舗新設 平成23年10月

株式会社
ホームデリカ

第一工場
埼玉県
大里郡寄居町

物流・加工部門 工場増築 平成23年９月

　

③当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した設備の新設、重要な拡充等の計画は次のとおり

であります。

会社名 事業所名 所在地 部門

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
（予定）

完了年月
（予定）

売場面積
（㎡）総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

提出
会社

上尾東店（仮称） 埼玉県上尾市
小売
部門

 

584
 

58
自己資金
借入金

平成23年　
10月

平成24年　
　　　６月

1,960

提出
会社

ベスタ本庄店
（仮称）

埼玉県本庄市
小売
部門

 

1,993
 

536
自己資金
借入金

平成24年　
１月

平成24年　
　　　７月

1,988

提出
会社

上尾春日店
（仮称）

埼玉県上尾市
小売
部門

 

824
 

70
自己資金
借入金

平成24年　
３月

平成24年　
　　　８月

2,040

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,867,800 20,867,800
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 20,867,800 20,867,800 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年11月30日 ― 20,867,800 ― 3,912 ― 4,102
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(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式) 
普通株式　　　　 600

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　20,865,200 208,652同上

単元未満株式 普通株式　　　 2,000 ― 同上

発行済株式総数 20,867,800 ― ―

総株主の議決権 ― 208,652 ―

(注) １　上記の「完全議決権株式(その他)」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２

個)含まれております。

２　上記の「単元未満株式」の欄には、当社所有の株式が83株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社　ベルク

埼玉県大里郡寄居町
大字用土5456番地

600 ― 600 0.00

計 ― 600 ― 600 0.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 1,040 986 987 998 1,1201,1851,1751,2401,171

最低(円) 742 907 902 920 974 1,0111,0601,0921,103

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役人事教育部長 常務取締役人事総務部長 福島　敏男 平成23年６月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年９月１

日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、海南監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,371 3,858

売掛金 204 129

商品及び製品 3,542 3,121

原材料及び貯蔵品 83 74

繰延税金資産 353 527

その他 1,104 1,293

流動資産合計 8,660 9,004

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 22,630

※
 20,356

土地 15,536 14,544

その他（純額） ※
 2,446

※
 2,286

有形固定資産合計 40,613 37,188

無形固定資産 807 791

投資その他の資産

繰延税金資産 716 602

差入保証金 7,690 7,865

その他 1,866 1,753

貸倒引当金 △4 △5

投資その他の資産合計 10,268 10,217

固定資産合計 51,689 48,196

資産合計 60,350 57,201
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,143 6,131

短期借入金 800 800

1年内返済予定の長期借入金 2,577 2,783

未払法人税等 793 1,276

賞与引当金 167 463

役員賞与引当金 22 53

ポイント引当金 199 186

その他 3,126 2,401

流動負債合計 14,831 14,095

固定負債

長期借入金 7,594 7,715

退職給付引当金 269 246

役員退職慰労引当金 300 285

預り保証金 2,791 2,879

資産除去債務 701 －

その他 572 604

固定負債合計 12,230 11,732

負債合計 27,062 25,827

純資産の部

株主資本

資本金 3,912 3,912

資本剰余金 4,102 4,102

利益剰余金 25,275 23,359

自己株式 △0 △0

株主資本合計 33,290 31,374

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1 △0

評価・換算差額等合計 △1 △0

純資産合計 33,288 31,373

負債純資産合計 60,350 57,201
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 81,081 90,035

売上原価 60,460 67,080

売上総利益 20,620 22,954

営業収入 1,662 1,724

営業原価 421 402

営業総利益 21,861 24,276

販売費及び一般管理費 ※
 18,148

※
 19,499

営業利益 3,713 4,777

営業外収益

受取利息 58 58

受取配当金 3 3

受取事務手数料 188 199

違約金収入 2 1

債務勘定整理益 17 15

雑収入 45 47

営業外収益合計 316 325

営業外費用

支払利息 154 145

雑損失 3 26

営業外費用合計 158 172

経常利益 3,871 4,931

特別利益

貸倒引当金戻入額 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産売却損 1 2

固定資産除却損 72 68

ゴルフ会員権評価損 1 －

災害による損失 － 44

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 237

特別損失合計 76 352

税金等調整前四半期純利益 3,795 4,578

法人税、住民税及び事業税 1,463 1,892

法人税等調整額 171 61

法人税等合計 1,634 1,953

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,625

四半期純利益 2,160 2,625

EDINET提出書類

株式会社ベルク(E03216)

四半期報告書

14/25



【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 27,436 30,027

売上原価 20,553 22,607

売上総利益 6,882 7,419

営業収入 558 589

営業原価 140 133

営業総利益 7,301 7,874

販売費及び一般管理費 ※
 6,165

※
 6,760

営業利益 1,135 1,114

営業外収益

受取利息 19 19

受取配当金 1 1

受取事務手数料 63 68

違約金収入 1 0

債務勘定整理益 4 4

雑収入 16 18

営業外収益合計 106 112

営業外費用

支払利息 49 46

貸倒引当金繰入額 － 0

雑損失 1 23

営業外費用合計 50 70

経常利益 1,191 1,156

特別損失

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 26 43

ゴルフ会員権評価損 0 －

特別損失合計 27 45

税金等調整前四半期純利益 1,164 1,110

法人税、住民税及び事業税 288 241

法人税等調整額 214 238

法人税等合計 502 479

少数株主損益調整前四半期純利益 － 631

四半期純利益 662 631
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,795 4,578

減価償却費 1,693 1,884

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △290 △296

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △27 △30

ポイント引当金の増減額（△は減少） 9 13

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18 23

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15 14

受取利息及び受取配当金 △61 △61

支払利息 154 145

固定資産売却損益（△は益） 1 2

固定資産除却損 72 68

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 237

売上債権の増減額（△は増加） 15 △75

たな卸資産の増減額（△は増加） △415 △431

仕入債務の増減額（△は減少） 702 1,012

預り保証金の増減額（△は減少） △0 △4

その他 1,237 866

小計 6,922 7,948

利息及び配当金の受取額 8 7

利息の支払額 △133 △118

法人税等の支払額 △2,110 △2,353

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,687 5,484

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,944 △4,846

有形固定資産の売却による収入 3 0

無形固定資産の取得による支出 △34 △42

投資有価証券の取得による支出 － △67

差入保証金の差入による支出 △397 △280

差入保証金の回収による収入 440 433

預り保証金の受入による収入 28 36

預り保証金の返還による支出 △124 △128

その他 △116 △45

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,144 △4,938

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150 －

長期借入れによる収入 1,462 1,900

長期借入金の返済による支出 △2,253 △2,226

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △539 △705

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,481 △1,032

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 61 △486

現金及び現金同等物の期首残高 3,381 3,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,442

※
 3,371
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

会計処理基準に関する事項の変

更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計

基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しておりま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これにより、営業総利益は０百万円、営業利

益及び経常利益はそれぞれ25百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益

は263百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去

債務の変動額は612百万円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年９月１日  至  平成23年11月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

１．棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、

第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算

定しております。

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額      16,236百万円※　有形固定資産の減価償却累計額      14,407百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
　　至　平成23年11月30日）

※  販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 9百万円

給料及び手当 5,954百万円

賞与引当金繰入額 150百万円

役員賞与引当金繰入額 22百万円

退職給付費用 107百万円

役員退職慰労引当金繰入額 15百万円

地代家賃 2,791百万円

減価償却費 1,363百万円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 13百万円

給料及び手当 6,534百万円

賞与引当金繰入額 160百万円

役員賞与引当金繰入額 22百万円

退職給付費用 115百万円

役員退職慰労引当金繰入額 14百万円

地代家賃 2,974百万円

減価償却費 1,547百万円

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
　　至　平成23年11月30日）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 4百万円

給料及び手当 2,004百万円

役員賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 35百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

地代家賃 942百万円

減価償却費 487百万円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

ポイント引当金繰入額 5百万円

給料及び手当 2,212百万円

役員賞与引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 38百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

地代家賃 1,008百万円

減価償却費 570百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
　　至　平成23年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                         （平成22年11月30日現在）

現金及び預金 3,442百万円

現金及び現金同等物 3,442百万円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                         （平成23年11月30日現在）

現金及び預金 3,371百万円

現金及び現金同等物 3,371百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　

至　平成23年11月30日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,867,800

　
２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 683

　
３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 333 16.00平成23年２月28日 平成23年５月27日 利益剰余金

平成23年10月５日
取締役会

普通株式 375 18.00平成23年８月31日 平成23年11月４日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
５．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　当企業集団は、小売業のみを営んでおり、単一のセグメントであるため、事業の種類別セグメント情報は

記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　当企業集団には本邦以外の国または地域に支店及び連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成23年９月１日  至  平成23年11月30日)

　当企業集団は、小売業のみを営んでおり、単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

　 　

１株当たり四半期純資産額 1,595円25銭
　

　 　

１株当たり純資産額 1,503円49銭
　

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 103円53銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益 125円82銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　
(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 2,160 2,625

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,160 2,625

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,867 20,867

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日 
  至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 31円73銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

１株当たり四半期純利益 30円24銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　
(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日 
  至　平成23年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 662 631

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 662 631

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,867 20,867

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第53期（平成23年３月１日から平成24年２月29日まで）中間配当については、平成23年10月５日開催

の取締役会において、平成23年８月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとお

り中間配当を行うことを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　   375百万円

　②１株当たりの金額　　　 　　　　　　　　　　　　   18円00銭

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成23年11月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ベルク(E03216)

四半期報告書

23/25



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月13日

株式会社 ベルク

取締役会  御中

　

海南監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    島    根    秀    雄    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    溝    口    俊    一    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ベルクの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベルク及び連結子会社の平成22年11

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更１に記載のとおり、従来、物流関連費

用については販売費及び一般管理費に計上していたが、第１四半期連結会計期間より、営業収入に計上し

ている「物流収入」より控除する方法に変更した。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更２に記載のとおり、従来、賃貸収入に

対応する費用については販売費及び一般管理費に計上していたが、第１四半期連結会計期間より、営業原

価に計上する方法に変更した。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年１月12日

株式会社 ベルク

取締役会  御中

　

海南監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    溝    口    俊    一    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    秋　　葉  　　　陽 　   印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ベルクの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年11

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベルク及び連結子会社の平成23年11

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」を適用してい

る。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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